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TR-mag.Navigation 東京を遊ぶ
文京区を楽しもう！

東京ふれあいロード・プログラム

タレント 石塚英彦さん
さんぽのじかん
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東
京
都
道
路
整
備
保
全
公
社
は
、
道
路
整

備
の
促
進
、
駐
車
対
策
な
ど
の
事
業
を
通
し

て
大
都
市
・
東
京
の
都
市
機
能
の
増
進
に
大

き
く
寄
与
し
て
い
ま
す
。
道
路
行
政
を
補
完

す
る
立
場
に
あ
る
公
社
で
は
、
行
政
組
織
よ

り
も
機
動
的
で
柔
軟
な
対
応
が
で
き
る
と
い

う
特
性
を
生
か
し
、
50
年
の
歴
史
を
持
つ
駐

車
場
事
業
を
は
じ
め
、
道
路
用
地
取
得
事
業

や
電
線
類
地
中
化
事
業
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
で
積
極
的
な
取
り
組
み
を
展
開
し
て

い
ま
す
。

東
京
の
交
通
渋
滞
は
依
然
と
し
て
深
刻

で
、
近
年
の
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
区
部
の
平

均
旅
行
速
度
は
18.8
km/h
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
35
km/h
に
比
べ
る
と
、
約

半
分
の
速
度
し
か
出
せ
な
い
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
交
通
渋
滞
の
発
生
は
環
状
道
路

な
ど
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
未

整
備
な
ほ
か
、
違
法
路
上
駐
車
も
大
き
な
要

因
で
す
。
こ
う
し
た
交
通
渋
滞
は
都
市
機
能

を
大
き
く
阻
害
す
る
だ
け
で
な
く
環
境
負
荷

に
も
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

こ
の
た
め
、
公
社
で
は
先
駆
的
駐
車
場
づ

く
り
と
し
て
、
30
分
未
満
駐
車
料
金
無
料
化
、

荷
物
積
替
え
や
荷
さ
ば
き
駐
車
場
確
保
、
オ

ー
ト
バ
イ
駐
車
場
の
設
置
、
電
気
自
動
車

（
EV
）
用
充
電
設
備
の
設
置
や
低
公
害
車
割

引
の
実
施
、
パ
ー
ク
＆
バ
ス
ラ
イ
ド
の
推
進

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
良
好
な
都
市
景
観
の
創
出
や
安
全

で
快
適
な
歩
行
空
間
の
確
保
を
目
的
と
し

た
電
線
類
地
中
化
事
業
に
も
力
を
注
い
で

い
ま
す
。

さ
ら
に
、
今
年
度
か
ら
新
規
事
業
と
し
て

「
道
路
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
高
度
成
長
期
に
架
け
ら
れ
た
多

く
の
橋
が
こ
れ
か
ら
一
斉
に
寿
命
を
迎
え
よ

う
と
し
て
お
り
、
東
京
都
と
連
携
し
て
橋
梁
な

ど
道
路
施
設
の
長
寿
命
化
を
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

す
る
も
の
で
、
東
京
都
は
都
道
に
架
か
る
橋
、

公
社
は
区
市
町
村
へ
の
技
術
及
び
事
業
の
支

援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
こ
の
試
み
は
全
国
で

も
あ
ま
り
例
を
み
な
い
他
の
自
治
体
に
発
信

す
る
先
駆
的
な
取
り
組
み
で
す
。

そ
し
て
こ
の
広
報
誌
「T

R
-m
ag.

」
は
、

「
人
も
ク
ル
マ
も
、
ホ
ッ
と
す
る
街
づ
く
り
」

を
目
指
す
公
社
の
重
要
な
取
り
組
み
を
、
都

民
の
皆
さ
ま
へ
発
信
す
る
と
と
も
に
、
道
路

環
境
向
上
に
取
り
組
む
関
係
団
体
相
互
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
大
切
な
ツ
ー
ル

と
し
て
、
今
後
も
活
用
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

公社の持つ機動的かつ柔軟な特性を生かし、

「人もクルマも、ホッとする街づくり」を

目指していきます。

財団法人東京都道路整備保全公社
理事長 有留武司

理事長就任に寄せて
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Takaaki  Enoki 

すっかりビル群に囲まれてはいる
が、それでも確実に季節はめぐる。
夏祭りの賑わいも過ぎ、秋色に
彩られた「不忍池」では、穏やか
な日差しの中、水鳥たちが気持よ
さそうに泳いでいた。

鹿児島県出身。武蔵野美術大学に学び、劇
団四季を経て、NHK朝の連続テレビ小説『ロ
マンス』主演でテレビデビュー。映画・テレビ・
舞台で俳優として活躍する一方、アジアを中
心に世界各地の絵を描き続ける。画文集『光
KOU』・『風 FUU』・『空 KUU』、『東京讃歌』
など著書多数。全国各地で個展を開催。
公式HP http://www.officetaka.co.jp

TR／ティーアールは、東京都道路整備保全公社の事業を表すブランドネームです。
この冊子は、東京都道路整備保全公社の駐車場事業収益等をもとに制作しています。

表紙・榎木孝明の世界

（「不忍池」スケッチ場所：東京・上野）

1 理事長就任に寄せて
財団法人東京都道路整備保全公社　理事長　有留武司

3 東京Michi百景
本郷通りの並木

4 TR-mag.Navigation 東京を遊ぶ
Scene21 文京区を楽しもう！

7 エッセイさんぽのじかん
さんぽはよく眠るための
ジャスミンティー　　 －－－－－－－ 石塚英彦さん

9 TR-mag.Topics
「夢のみち」事業スタート！
さまざまなイベントが実施されました。

11 道物語・「東京・まち・今昔」④
変わりゆく春日町交差点周辺

13 池波正太郎の舌鼓　第2回　重金敦之
御料理 いまむら（銀座）の

「海
え

老
び

の揚
あ

げしんじょ」
15 TR-mag.Focus
東京ふれあいロード・プログラム
参加団体訪問-21／原町田四丁目第二地区街づくりの会（町田市）
TR-mag.focus Again！／元八王子青少対 花いっぱいロード（八王子市）

17 Information & News
公社駐車場が続々オープン！
『パーク＆メトロリンクバスライド』実施中！
総務省公募の「地域ICT利活用広域連携事業」への提案が採択されました
東京都東銀座駐車場で実践的な総合防犯訓練を実施
夏休みちびっ子勝どき橋探検ツアー ほか

20 TR東京都道路整備保全公社の事業の仕組み

21 クロスワードパズル⑯
クロスワードパズルでリフレッシュ！

22 Random Review

C o n t e n t s
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本郷通りは千代田区神田錦町から北区滝野川に至る道路の通称で、途中、文
京区本郷を通ることから、この名が付けられた。銀杏は文京区の緑化のシンボ
ルとして、昭和49年9月から12月にかけて公募したもの中から選ばれ、区の木
に定められている。東京大学の大学のマークにも銀杏が用いられている。

東大赤門と銀杏並木の美しいコントラストを見ながら、
この街の歴史の深さを思う。

数多くの歴史的に貴重な建造物が残る東京大学。

その中でも安田講堂と並んで象徴的なのが本郷通りに面している赤門です。

国の重要文化財にも指定されているこの門の美しさを引き立てているのが

本郷通りの銀杏並木です。

江戸時代に整備されたこの通りは、

徳川将軍家が日光東照宮に社参する際にも使用していました。

歴史と文学の宝庫と言えるこの本郷通りを散策する人は今も後を絶ちません。
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WalkIn
文京区を楽しもう！

江戸の面影を色濃く伝える文京区は、多くの文豪たちが活動拠点とした文教の地
としても知られています。今回は文京区アカデミー推進課の阿部明子さんと文京ふ
るさと歴史館の齊藤智美さんに、魅力あふれる文教の地を案内していただきました。※取材協力／

文京区アカデミー推進課

文
京
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
の

展
望
ラ
ウ
ン
ジ
は
夜
景
の
人
気
ス
ポ
ッ
ト

文
京
区
は
、
江
戸
時
代
は
多
く
の
武
家
屋
敷
や

寺
社
が
建
て
ら
れ
、
江
戸
文
化
の
核
と
な
る
ま
ち

と
し
て
、
明
治
以
降
は
東
京
大
学
を
始
め
と
す
る

多
く
の
大
学
や
短
大
が
開
設
さ
れ
、
日
本
屈
指
の

文
教
の
地
と
し
て
そ
の
名
を
轟
か
せ
ま
し
た
。
ま

た
、
森
鏗
外
、
夏
目
漱
石
、
樋
口
一
葉
、
石
川
啄

木
な
ど
の
文
人
が
住
み
移
り
、こ
の
ま
ち
で
多
く

の
文
学
作
品
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

現
在
の
文
京
区
は
昭
和
22
年（
1
9
4
7
）、
旧

小
石
川
区
と
旧
本
郷
区
が
合
併
し
て
誕
生
し
ま
し

た
。
こ
の
時
に
東
京
新
聞
で
新
し
い
区
の
名
前
を

公
募
し
た
の
で
す
が
決
ま
ら
ず
、た
ま
た
ま
旧
小

石
川
区
の
職
員
か
ら
募
集
し
た
中
に
あ
っ
た
「
文

京
」が
、
区
の
雰
囲
気
に
ぴ
っ
た
り
と
い
う
こ
と
で

決
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
ち
な
み
に
東
京
新
聞

の
応
募
に
は
、
春
日
、
湯
島
、
富
士
見
、
音
羽
、山

手
、白
山
、駒
込
な
ど
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

文
京
区
の
散
策
は
、
文
京
区
役
所
の
あ
る
文
京

シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
か
ら
。
春
日
通
り
と
白
山
通
り

が
交
差
す
る
春
日
町
交
差
点
の
一
画
に
あ
る
こ
の

建
物
は
、
平
成
6
年（
1
9
9
4
）に
建
て
ら
れ
た

文
京
区
の
シ
ン
ボ
ル
で
、
区
役
所
の
ほ
か
に
シ
ビ
ッ

ク
ホ
ー
ル
な
ど
、
区
民
の
た
め
の
多
目
的
施
設
が

揃
っ
て
い
ま
す
。

「
本
郷
も
か
ね
や
す
ま
で
は
江
戸
の
う
ち
」

春
日
町
交
差
点
か
ら
春
日
通
り
は
穏
や
か
な

東
富
坂
を
経
て
本
郷
三
丁
目
へ
と
向
か
い
ま
す
。

こ
の
坂
は
、
明
治
41
年（
1
9
0
8
）に
本
郷
三
丁

目
か
ら
伝
通
院
ま
で
の
路
面
電
車
の
開
通
に
合
わ

せ
て
拡
幅
さ
れ
、
地
元
の
人
た
ち
に
は
東
富
坂

（
真
砂
坂
）と
呼
ば
れ
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

文
京
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
の
高
さ
は
、
1
4

1
ｍ
。
25
階
の
展
望
ラ
ウ
ン
ジ
か
ら
は
新
宿
の
超

高
層
ビ
ル
群
に
浮
か
ぶ
富
士
山
や
池
袋
サ
ン
シ
ャ

イ
ン
、
秩
父
連
峰
、そ
し
て
今
建
設
中
で
話
題
の
東

京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
ま
で
一
望
で
き
ま
す
。
こ
の
展
望

ラ
ウ
ン
ジ
は
、
知
る
人
ぞ
知
る「
都
心
の
富
士
見
」

ス
ポ
ッ
ト
。
そ
し
て
こ
れ
か
ら
の
季
節
、
一
番
の
お

薦
め
は
こ
こ
か
ら
の
夜
景
。
無
料
の
ス
ポ
ッ
ト
と

し
て
大
人
気
で
す
!!

文
京
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
の
西
側
に
あ
る
礫
川
公

園
に
は
、
3
代
将
軍
徳
川
家
光
の
乳
母
と
し
て
権

勢
を
振
る
っ
た
春
日
局
の
像
が
あ
り
ま
す
。
町
名

の
春
日
は
、
寛
永
7
年（
1
6
3
0
）に
原
野
だ
っ
た

こ
の
地
を
拝
領
し
た
こ
と
に
由
来
す
る
そ
う
で
す
。

礫
川
公
園
か
ら
富
坂
下
交
差
点
を
小
石
川
方

面
に
向
か
っ
た
左
手
に
、
眼
病
平
癒
の「
こ
ん
に
ゃ

く
え
ん
ま
」と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
源
覚
寺
が
あ

り
ま
す
。
宝
暦
の
頃
、
目
を
患
っ
た
老
婆
に
自
分

の
右
目
を
与
え
た
と
い
う
え
ん
ま
様
に
、
老
婆
が

好
物
の
こ
ん
に
ゃ
く
を
断
っ
て
お
供
え
し
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

自動車を駅周辺の駐車場に停めて
(Park)、電車やバスに乗り換える
(Ride)。渋滞緩和の方策の一つで、
TR東京都道路整備保全公社も渋滞
緩和や環境改善を図るためにパー
ク＆ライドを推進しています。

パーク＆ライド

↑礫川公園に
ある3代将軍
徳川家光の乳
母春日局の像

源覚寺と
こんにゃくえんま

文京シビックセンター

予約受付／
春日自転車駐車場03‐5802-2900
（1か月前から予約を受付けます）
利用時間／
7時～20時（年末年始の12月29日～

翌年1月3日は利用できません）
料金／500円
ご利用できる方／中学生以上
（小学生以下は保護者同伴時のみ可）
※ご利用の際は、身分を証明できるもの（保険証、
運転免許証、学生手帳等）をご持参ください。
台数／電動アシスト自転車80台

坂の多い文京区では、電動アシス
トつき自転車の貸し出しをしており
ます。ぜひご利用ください。

レンタサイクルも
ご利用ください!!



2010 AUTUMN ● 56 ● 2010 AUTUMN

◆

学
生
た
ち
で
賑
わ
い
、
文
豪
た
ち
に
愛
さ
れ
た
文
教
の
地

に
は
、
訪
れ
る
者
を
ホ
ッ
と
さ
る
空
間
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
自
分
流
の
散
策
で
ま
ち
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
を
楽
し
ん
で
く

だ
さ
い
。

※掲載データは2010年10月20日現在のものです。

楽しいイベントが目白押しの文京区へGO！

11月
1日～23日／第32回 文京菊まつり（湯島天満宮）
14日～17日／文京区観光写真展
23日／文京一葉忌（法真寺）
10月16日～28日／「文京ゆかりの名優・花柳章太郎

―その人と芸―」（文京ふるさと歴史館）

12月
7月1日～28日／
食の文京ブランド100選／食べ歩きラリー

2011年
1月
8日～16日／『ふるさと祭り東京2011

－日本のまつり・故郷の味－ 』（東京ドーム）
15日・16日／こんにゃく閻魔例大祭（源覚寺）
21日～29日／東京国際キルトフェスティバル（東京ドーム）

2月
8日～3月8日／文京梅まつり（湯島天満宮）
11日～3月21日／東京ドーム・ニクーリンサーカス

（東京ドーム）

■主な文京区のイベント

一葉ゆかりの旧伊勢屋質店

新坂

白山通りに面した西片1丁目にある一葉終焉の地
一葉は結核のため24歳の若さでこの地で生涯を閉じ
ました。

蓋平館別荘跡（太栄館）石川啄
木はこの3階の３畳半の部屋
で小説『鳥影』を書きました。
『一握の砂』巻頭の歌「東海の
小島の磯の白砂に我泣き濡れ
て蟹とたはむる」の歌碑

徳田秋声旧宅

法真寺と本堂前に鎮座する腰衣の観音さま

り
、中
で
も
和
風
旅
館
は
こ
の
ま
ち
を
象
徴
す
る

景
観
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
多
く
の
文
人
た
ち
が

本
郷
の
台
地
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。
現
在
の
本
郷

六
丁
目（
旧
森
川
町
）界
隈
に
は
、
自
然
主
義
文
学

の
巨
匠
・
徳
田
秋
声
が
居
を
構
え
、
明
治
39
年（
1

9
0
6
）か
ら
亡
く
な
る
ま
で
こ
の
地
で
創
作
を

続
け『
新
所
帯
』『
黴
』『
あ
ら
く
れ
』な
ど
数
多
く
の

名
作
を
生
み
出
し
ま
し
た
。

坂
の
ま
ち
本
郷
に
は
、
一
葉
に
ま
つ
わ
る
話
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
一
葉
と
深
い
か
か
わ
り
が

あ
る
菊
坂
は
、
本
郷
の
台
地
の
中
で
も
一
段
低
く
、

い
く
つ
も
の
小
さ
な
坂
が
菊
坂
に
向
か
っ
て
下
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
坂
の
途
中
に
一
葉
ゆ
か
り
の
旧
伊

勢
屋
質
店
が
あ
り
ま
す
。
重
厚
な
蔵
と
美
し
い
格

子
の
こ
の
店
に
、
一
葉
は
生
活
が
苦
し
く
な
る
た

び
に
通
っ
て
い
ま
し
た
。
質
店
は
昭
和
57
年（
1
9

8
2
）に
廃
業
し
ま
し
た
が
、土
蔵
は
当
時
の
建
物

が
残
っ
て
お
り
、
毎
年
11
月
23
日
の
一
葉
忌
に
だ

け
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

東
大
キ
ャ
ン
パ
ス
は

歴
史
的
建
造
物
の
宝
庫
!!

さ
あ
、い
よ
い
よ
東
大
の
シ
ン
ボ
ル
赤
門
へ
。
本
郷

キ
ャン
パ
ス
は
旧
加
賀
藩
主
前
田
家
の
上
屋
敷
の
あ

っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
赤
門
は
、
文
政
10
年（
1
8
2

7
）に
前
田
家
13
代
斉
泰
が
徳
川
11
代
将
軍
・
家
斉

の
息
女・
溶
姫
を
迎
え
た
時
に
建
造
さ
れ
た
朱
塗

り
門
で
、
現
在
は
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

東
京
大
学
が
誕
生
し
た
の
は
明
治
10
年（
1
8

7
7
）、
東
京
開
成
学
校
と
東
京
医
学
校
が
合
併

し
、法・理
・
文
の
3
学
部
と
医
学
部
で
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
明
治
19
年（
1
8
8
6
）に
は
工
部
大
学

校
と
東
京
農
林
学
校
が
東
京
大
学
に
併
合
さ
れ
、

帝
国
大
学
に
改
組
さ
れ
た
時
に
法
・
医
・
工
・
文
・

理
・
農
の
6
分
科
大
学
と
な
り
大
学
院
が
設
置
さ

れ
ま
し
た
。

西
欧
か
ら
招
か
れ
た
外
国
人
教
師
が
各
分
野
で

学
生
た
ち
の
教
育
に
あ
た
り
、中
で
も
英
国
人
教

師
ジ
ョ
サ
イ
ア・コ
ン
ド
ル
は
、
日
本
で
初
め
て
本
格

的
な
西
欧
式
建
築
教
育
を
行
い
、
東
京
駅
を
設
計

し
た
辰
野
金
吾
を
始
め
と
す
る
近
代
日
本
を
代

表
す
る
数
多
く
の
建
築
家
を
育
て
ま
し
た
。

大
正
12
年（
1
9
2
3
）の
関
東
大
震
災
に
よ
っ

て
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
多
く
の
建
物
が
被
害
を
受
け
、

そ
の
復
興
計
画
を
立
て
た
の
が
、
後
に
東
京
大
学

総
長
を
務
め
た
内
田
祥
三
で
し
た
。
東
大
キ
ャン
パ

ス
の
シ
ン
ボ
ル・
大
講
堂
は
安
田
財
閥
の
創
始
者
・

安
田
善
次
郎
の
寄
付
に
よ
る
も
の
で
、
安
田
講
堂

と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
正
門
か
ら
安
田
講

堂
に
向
か
っ
て
ま
っ
す
ぐ
に
伸
び
る
銀
杏
並
木
は
、

季
節
ご
と
に
様
々
な
表
情
を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。

緑
の
多
い
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、
季
節
の
移
り
変
わ
り

を
感
じ
な
が
ら
建
物
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
す
る
の
も

最
高
で
す
!!

一
葉
の
面
影
が
漂
う
本
郷

東
大
赤
門
の
正
面
、
本
郷
通
り
を
挟
ん
だ
法
真

寺
の
参
道
の
脇
に
一
葉
桜
木
の
宿
跡
が
あ
り
ま

す
。
こ
こ
は
一
葉
が
4
歳
か
ら
9
歳
ま
で
の
5
年

間
を
過
ご
し
た
と
こ
ろ
で
、
後
年
、
日
記
に「
桜
木

の
宿
」と
し
て
回
想
す
る
よ
う
に
、
最
も
幸
せ
な
時

代
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
今
も
本
堂
前
に
鎮
座
す
る

腰
衣
の
観
音
さ
ま
は『
ゆ
く
雲
』に
も
登
場
し
て
い

ま
す
。
一
葉
ゆ
か
り
の
法
真
寺
で
は
、
毎
年
11
月

23
日
に
一
葉
忌
が
営
ま
れ
て
い
ま
す
。

法
真
寺
の
裏
手
に
は
、
表
通
り
の
喧
騒
と
は
違

う
静
か
な
本
郷
の
ま
ち
が
あ
り
ま
す
。
坂
と
小
路

が
入
り
組
ん
だ
本
郷
台
地
に
は
、
震
災
や
戦
災
を

免
れ
た
古
い
木
造
の
建
物
が
多
く
残
さ
れ
て
お

平成3年（1991）に開館した文京ふるさと
歴史館では、文京区の歴史や文化財に
触れることができます。弥生土器命名の
地として知られる文京区。その豊かな歴史
を江戸時代の武家と町人が暮らしや独特
の産業や文化、明治時代に開校した東京
大学を始めとする多くの学校、さらに森鏗
外や樋口一葉など著名な文人たちの活
動拠点など、文京区の豊かな歴史を様々
な角度から紹介しています。1階と2階の
展示室にはクイズや資料検索ができるコ
ンピュータが置
かれ、子どもか
ら大人までが
楽しめるように
なっています。

子どもから大人まで
楽しめる
文京ふるさと歴史館

懐徳門脇にある懐徳館旧館
（旧前田公爵邸）のレンガ基礎

東大赤門

←三四郎池　
正式名称は「育徳園心字池」だが夏
目漱石の小説『三四郎』以来、三四
郎池の名で親しまれています。

所在地／文京区本郷4-9-29
電話／03-3818-7221
開館時間／10時～17時
休館日／月曜日・第4火曜日（祝日にあたる時は開館し
翌日休館）、定期燻蒸期間、年末年始
入館料／100円

東京都水道歴史館
東京都水道局の本郷給水所に隣接する東京
都水道歴史館では、江戸時代から現在までの
江戸・東京の水道の歴史を紹介しています。1
階展示室では明治31年（1898）に東京の近
代水道が誕生して以来の関東大震災や戦争、
渇水などの困難を乗り越えた歴史を紹介して
おり、2階展示室では江戸上水の歴史を模型
や写真パネル、実物資料で紹介。3階は水や水
道に関する様々な図書を揃えた閲覧室などが
あります。

江戸・東京の
水道の歴史が
わかる

所在地／文京区本郷2-7-1 電話／03-5802-9040
開館時間／9時30分～17時（入館は16時30分まで）
休館日／毎月第4月曜日

（月曜日が祝日または振替休日の場合は、その翌日）
年末年始（12月28日から翌年の1月4日まで）
入館料／無料

おりがみ会館
館内は色鮮やかな千代紙の世界。ここではおりがみから広がる「和」の世
界に触れて見ることが出来ます。色とりどりの和紙を眺めているだけで、楽
しいおりがみの世界に引き込まれていきます。
手染め和紙工房は、その場で申し込んで見学できます。職人さんが和紙を
見事に染めていく様子を見ていると日本の文化の素晴らしさを実感。予約
で体験も可能（有料）。

おりがみが織りなす和の世界

所在地／文京区湯島1-7-14
電話／03-3811-4025
開館時間／9時30分～18時
休館日／日曜日・祝日
入館料／無料

文京シビックセンター25階の展望ラウンジからみた街並　

春
日
通
り
と
本
郷
通
り
が
交
差
す
る
本
郷
三

丁
目
交
差
点
の
角
に「
か
ね
や
す
」の
看
板
を
掲
げ

た
ビ
ル
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
江
戸
時
代
に
兼
康

祐
悦
と
い
う
口
中
医（
歯
科
医
）が
、乳
香
散
と
い
う

歯
磨
粉
を
売
り
出
し
大
繁
盛
し
た
老
舗
で
、「
本

郷
も
か
ね
や
す
ま
で
は
江
戸
の
う
ち
」と
古
川
柳

に
詠
わ
れ
た
店
。
古
川
柳
に
詠
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
は
、
享
保
15
年（
1
7
3
0
）の
大
火
の
後

の
再
興
に
力
を
注
い
だ
大
岡
越
前
守
が
、
本
郷
三

丁
目
か
ら
南
を
耐
火
の
た
め
に
土
蔵
造
り
の
塗
屋

に
す
る
こ
と
を
命
じ
、「
か
ね
や
す
」を
境
に
北
は

こ
れ
ま
で
通
り
の
板
や
茅
葺
の
町
並
が
続
い
た
た

め
と
伝
え
ら
れ
ま
す
。

さ
て
「
本
郷
と
い
え
ば
東
大
」と
言
わ
れ
る
ほ

ど
に
東
大
色
が
濃
い
ま
ち
で
す
。
本
郷
三
丁
目
交

差
点
に
あ
る
三
原
堂
も
そ
の
ひ
と
つ
で
、
昭
和
7

年（
1
9
3
2
）の
創
業
以
来
の
お
勧
め
が
大
学
最

中
。
か
つ
て
本
郷
の
文
士
た
ち
に
も
愛
さ
れ
た
こ
の

味
は
、今
な
お
健
在
で
す
。

かねやす

炭団坂 坪内逍遙旧宅跡

三原堂

湯島天満宮
東大に行く前に、本郷通りを湯島方面に向かうと、湯島天満宮
があります。学問の神様・菅原道真を祀る
この神社は、関東大震災と東京大空襲の
２回の災禍を免れた運の強い神社。
庭の植木の間に奇縁氷人石と呼ばれる
江戸時代の「迷子知らせ石標」があります。

江戸の名刹・霊雲寺　
湯島天満宮の近くには江戸の名刹・霊雲寺があります。徳川５
代将軍・綱吉の命により、幕府の永代祈願所として創建されまし
た。地蔵堂には綱吉公と柳沢吉保の位牌が奉られています。

妻恋神社　
霊雲寺から三組坂下の信号を蔵前通りに向かう途中左手に妻恋神社があります。
江戸時代から伝わる、七福神を乗せた宝船の木版刷りの「夢枕」を正月2日の夜
に枕の下に敷いて寝ると縁起のいい初夢が見られると、人気を集めてます。

湯島聖堂　
妻恋神社から御茶ノ水に向かう途
中に、孔子を祀る湯島聖堂がありま
す。元禄3年（1690）に徳川綱吉よっ
て建てられた孔子廟で、日本の学校
教育発祥の地です。ここで驚かされ
るのが、世界最大といわれる孔子像
の大きさ。1970年代のテレビドラマ
「西遊記」で大成殿がロケ地となった
そうです。大成殿の内部は土・日・祝
日に公開。

見学者を前に始まる小林館長の折り紙パフォーマンス

フランスからの留学生も工房で学んでいます

霊雲寺本堂

地蔵堂

湯島天満宮の東側に、勾配のゆるい女坂の石段と、きつい男坂の石段があります。 孔子を祀る大成殿孔子像

安田講堂

わあ～、
大きい！！

ちょっと足をのばして湯島界隈

この奇縁氷人石の
レプリカが
文京ふるさと

歴史館にあります！
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僕
に
と
っ
て
の
さ
ん
ぽ
の
原
点
は
？
っ
て
聞
か
れ
た
ら

や
っ
ぱ
り
食
べ
物
絡
み
な
ん
で
す
よ
ね
。
お
袋
の
買
い
物

に
付
い
て
行
っ
て
、
荷
物
を
持
つ
と
、
近
所
の
喫
茶
店
で

プ
リ
ン
ア
ラ
モ
ー
ド
を
食
べ
さ
せ
て
く
れ
る
と
か
…
…
。

プ
リ
ン
ア
ラ
モ
ー
ド
と
いっ
た
ら
凄
い
ご
馳
走
だ
っ
た
か
ら

ね
！
そ
れ
が
食
べ
た
く
て
兄
貴
と
ど
っ
ち
が
買
い
物
に
行

く
か
で
ケ
ン
カ
に
な
っ
た
り
し
た
な
ぁ
。
お
互
い
ご
褒
美

が
食
べ
た
い
も
の
だ
か
ら
譲
ら
な
く
て
ね
ぇ
〜
。

親
父
は
平
日
は
仕
事
、休
み
の
日
は
釣
り
っ
て
人
だ
っ

た
ん
だ
け
ど
、
年
に
2
、
3
回「
飯
食
い
に
行
く
か
！
」な

ん
て
、
横
浜
の
伊
勢
崎
町
に
あ
る
不
二
家
に
連
れ
て
行
っ

て
く
れ
た
。
親
父
が
い
る
と
石
塚
家
の
財
布
の
ヒ
モ
が
少

し
ゆ
る
ん
で
、
ご
飯
を
お
腹
いっ
ぱ
い
食
べ
た
後
に
ペコ
ち

ゃ
ん
サ
ン
デ
ー
や
シ
ョ
ー
ト
ケ
ー
キ
が
待
っ
て
い
る
か
ら
ワ

ク
ワ
ク
し
た
な
〜
。
み
ん
な
いっ
ぱ
い
食
べ
る
か
ら
料
理
が

テ
ー
ブ
ル
に
乗
り
き
ら
な
い
な
ん
て
こ
と
も
日
常
茶
飯

事
！
店
員
さ
ん
が
置
く
場
所
に
困
っ
ち
ゃ
っ
て
さ
〜
。

子
ど
も
の
頃
と
い
え
ば
、ち
ょ
っ
と
前
に『
20
世
紀
少

年
』
と
い
う
映
画
に
出
演
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
で
す

が
、僕
の
子
ど
も
の
頃
と
ピ
ッ
タ
リ
で
懐
か
し
か
っ
た
な
。

秘
密
基
地
を
作
っ
て
、そ
こ
に
拾
っ
て
き
た
ち
ょ
っ
と
エ
ッ

チ
な
本
を
隠
す
シ
ー
ン
な
ん
か
は「
浦
沢
先
生
、の
ぞ
い

て
た
ん
じ
ゃ
な
い
の
？
」っ
て
感
じ
で
し
た
ね
。
マ
ル
オ
が

僕
に
よ
く
似
て
い
る
っ
て
み
ん
な
か
ら
も
言
っ
て
も
ら
え

た
し
、
本
当
に
思
い
出
に
残
る
作
品
に
な
っ
た
と
思
っ
て

い
る
ん
で
す
。

実
は
僕
、
俳
優
に
憧
れ
て
20
歳
の
時
に
劇
団
ひ
ま
わ

り
に
入
っ
た
ん
で
す
。
高
校
生
の
時
に
文
化
祭
で
映
画
を

撮
っ
た
時
か
ら「
俳
優
の
仕
事
も
面
白
い
な
」と
思
っ
て
い

て
、
高
校
を
卒
業
し
た
ら
す
ぐ
に
劇
団
に
入
ろ
う
と
思

っ
て
い
た
。
で
も
親
や
先
生
と
進
路
に
つい
て
話
し
て
い
る

う
ち
に
、
俳
優
だ
け
で
食
べ
て
い
け
る
か
不
安
に
な
っ
ち

ゃ
っ
て
…
…
。
意
外
と
安
全
志
向
な
ん
で
す
よ
ね
。
だ
か

ら
大
学
に
入
っ
て
演
劇
部
で
勉
強
を
し
て
、
卒
業
の
時
に

ま
だ
俳
優
の
仕
事
が
し
た
か
っ
た
ら
そ
の
時
に
ま
た
考

え
る
つ
も
り
だ
っ
た
の
で
す
が
、
進
学
し
た
大
学
に
は
英

語
劇
の
サ
ー
ク
ル
し
か
な
く
て
…
…
。
2
年
生
ま
で
は
通

っ
て
い
た
の
で
す
が
、や
っ
ぱ
り
芝
居
が
し
た
く
て
劇
団

ひ
ま
わ
り
の
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
受
け
た
ん
で
す
。
カ
ミ
さ

ん
と
は
劇
団
ひ
ま
わ
り
の
同
期
だ
か
ら
、も
し
そ
の
タ
イ

ミ
ン
グ
で
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
受
け
て
い
な
か
っ
た
ら
、そ
の

後
の
人
生
は
大
き
く
変
わ
っ
て
い
た
で
し
ょ
う
ね
。

僕
が
人
よ
り
少
し
だ
け
大
き
い
理
由
が
分
っ
た
の
も

カ
ミ
さ
ん
と
知
り
合
っ
た
あ
と
。

石
塚
家
の
食
卓
は
毎
日
が
パ
ー
テ
ィ
ー
で
も
開
く
の
？

っ
て
い
う
感
じ
だ
っ
た
ん
で
す
が
、こ
れ
が
世
間
の
常
識

だ
と
思
っ
て
い
た
ん
で
す
よ
ね
。
で
も
、カ
ミ
さ
ん
の
両

親
や
兄
弟
を
家
に
招
い
た
時
に
、い
つ
も
通
り「
石
塚
家

の
常
識
」が
食
卓
に
並
ん
で
い
た
の
を
見
て
、「
い
つ
も

こ
の
量
で
す
か
？
」「
こ
れ
１
人
分
で
す
か
？
」っ
て
カ
ミ

さ
ん
家
族
が
驚
い
た
!!「
石
塚
家
の
常
識
」＝「
世
間
の

常
識
」じ
ゃ
な
いっ
て
気
づ
い
た
衝
撃
の
瞬
間
だ
っ
た
。
う

ち
の
家
族
以
外
が
う
ち
の
料
理
を
食
べ
た
時
の
リ
ア
ク

シ
ョ
ン
を
見
た
の
が
初
め
て
だ
っ
た
か
ら
、
僕
は「
皆
さ

ん
そ
ん
な
に
食
べ
な
い
ん
で
す
か
？
」っ
て
逆
に
驚
い
て
し

ま
っ
た
。
毎
日
パ
ー
テ
ィ
ー
の
よ
う
だ
っ
た
ら「
大
家
族
」

に
な
る
よ
ね
！

最
近
、
目
覚
め
た
の
が
地
元
さ
ん
ぽ
。
健
康
の
た
め

に
始
め
た
の
だ
け
ど
、こ
れ
ま
で
何
気
な
く
車
や
電
車
で

通
り
過
ぎ
て
い
た
場
所
に
も
新
し
い
発
見
が
あ
っ
て
、
意

外
に
面
白
い
ん
で
す
よ
。
特
に
、こ
れ
ま
で
知
ら
な
か
っ

た
地
元
の
お
店
を
見
つ
け
て
、入
る
時
の
ド
キ
ド
キ
感
が

た
ま
ら
な
い
。「
知
っ
て
い
た
ら
も
っ
と
前
か
ら
通
っ
て
い

た
の
に
〜
」っ
て
思
う
店
も
い
く
つ
か
発
見
し
ま
し
た
！

さ
ん
ぽ
し
な
が
ら
の
住
宅
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
も
楽
し
い
。

カ
ッ
コ
い
い
形
の
家
や
面
白
い
間
取
り
の
家
を
見
つ
け
る

と
、自
分
が
家
を
建
て
る
時
の
参
考
に
な
っ
て
夢
が
膨
ら

み
ま
す
。
予
定
は
ま
だ
無
い
の
で
す
が
…
…
。

悩
み
の
種
が
家
の
近
く
の
美
味
し
い
ラ
ー
メ
ン
屋
さ

ん
。
さ
ん
ぽ
の
帰
り
に
1
0
0
％
寄
っ
て
し
ま
う
ん
で
す

よ
ね
。
大
盛
ラ
ー
メ
ン
１
杯
で
そ
れ
ま
で
消
費
し
た
カ
ロ

リ
ー
が
全
部
チ
ャ
ラ
、と
い
う
か
む
し
ろ
マ
イ
ナ
ス
。で
も
、

さ
ん
ぽ
後
の
ラ
ー
メ
ン
は
格
別
！
頑
張
っ
て
歩
い
た
自
分

へ
の
ご
褒
美
っ
て
こ
と
で
オ
ッ
ケ
ー
し
ち
ゃ
う
ん
で
す
。

さ
ん
ぽ
中
は
カ
ミ
さ
ん
と
の
会
話
は
ゼ
ロ
。
ギ
リ
ギ

リ
ま
で
追
い
込
ん
で
い
る
か
ら
、コ
ー
ス
を
決
め
る
以
外

は
お
互
い
し
ゃ
べ
る
余
裕
が
な
く
、
黙
々
と
歩
い
て
い
ま

す
。
家
に
帰
っ
た
時
は
本
当
に
す
が
す
が
し
い
気
分
で

ぐ
っ
す
り
眠
れ
ま
す
。
僕
に
と
っ
て
カ
ミ
さ
ん
と
の
夜
の

さ
ん
ぽ
は
、よ
く
眠
る
た
め
の
ジ
ャ
ス
ミ
ン
テ
ィ
ー
み
た

い
な
ん
で
す
。

昼
間
に
ぽ
っ
と
時
間
が
空
い
た
時
は
等
々
力
渓
谷
！

車
の
音
も
全
然
し
な
く
て
、ま
る
で
奥
多
摩
に
い
る
よ

う
で
最
高
で
す
ね
。
野
鳥
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
を
し
て
い
る
人

も
い
て
、
都
内
の
オ
ア
シ
ス
に
い
る
気
分
に
な
り
ま
す
。

キ
ム
タ
ク
の
真
似
が
し
た
く
て
、ニ
コ
ン
の
一
眼
レ
フ
カ

メ
ラ
を
買
っ
ち
ゃ
い
ま
し
た
。
色
づ
い
た
葉
っ
ぱ
が
ゆ
っ

く
り
川
に
流
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を「
パ
シ
ャ
」と
撮
る
だ

け
で
、
芸
術
的
写
真
の
出
来
上
が
り
！
気
分
は
完
全
に

カ
メ
ラ
マ
ン
で
す
ね
。
カ
メ
ラ
を
１
つ
持
っ
て
い
く
だ
け
で

地
元
が
旅
先
に
な
る
感
じ
が
す
る
か
ら
、カ
メ
ラ
を
持

っ
て
さ
ん
ぽ
す
る
の
は
ア
リ
だ
と
思
い
ま
す
ね
。

タ
レ
ン
ト
と
い
う
仕
事
を
し
て
い
る
と
、さ
ん
ぽ
中
に

声
を
掛
け
て
も
ら
う
こ
と
も
あ
り
、そ
の
声
に
元
気
や

勇
気
を
貰
っ
て
い
ま
す
。
歩
け
ば
歩
く
ほ
ど
体
は
疲
れ

る
け
ど
、心
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
溢
れ
て
く
る
感
じ
で「
ま

た
明
日
か
ら
仕
事
を
頑
張
ろ
う
！
」と
い
う
や
る
気
が

み
な
ぎ
っ
て
き
ま
す
。

カ
ミ
さ
ん
と
一
緒
に
さ
ん
ぽ
す
る
時
は
、仕
事
の
後
だ

か
ら
夜
が
多
い
ん
で
す
。
ジ
ャ
ー
ジ
に
着
替
え
、お
気
に

入
り
の
靴
に
履
き
替
え
た
ら
気
分
は
完
全
に
さ
ん
ぽ
モ

ー
ド
。
靴
は
散
歩
の
大
事
な
パ
ー
ト
ナ
ー
だ
か
ら
こ
だ
わ

り
た
い
！
履
き
な
れ
る
と
自
分
の
足
の
形
に
ジ
ャ
ス
ト
フ

ィ
ッ
ト
し
て
く
る
か
ら
長
い
距
離
を
歩
い
て
も
大
丈
夫
。

コ
ー
ス
は
特
に
決
め
ず
、
交
差
点
で「
真
っ
す
ぐ
行

く
？
」「
右
に
ま
が
る
？
」み
た
い
な
感
じ
で
作
戦
を
た

て
て
い
く
の
で
、
新
し
い
道
を
通
る
こ
と
も
多
く
て
達

成
感
が
あ
り
ま
す
。
カ
ミ
さ
ん
は
万
歩
計
を
つ
け
て
１

日
１
万
歩
！
っ
て
決
め
て
い
る
の
で
、さ
ん
ぽ
の
距
離
も

カ
ミ
さ
ん
次
第
。
そ
う
や
っ
て
自
分
で
目
標
を
決
め
て

歩
く
の
も
楽
し
い
と
思
い
ま
す
。

タレント 石塚英彦　いしづか・ひでひこ
1962年２月６日、神奈川県生まれ。関東学院大経済学部卒。
劇団ひまわり所属後、恵俊彰とのお笑いコンビ「ホンジャマ
カ」でデビューし、バラエティー番組を中心に活躍中。現在
は「関口宏の東京フレンドパーク2」、「ぴったんこカンカン」、
「メレンゲの気持ち」、「脳内エステIQサプリ」などに出演。
映画『20世紀少年』では第1章から最終章まで、マルオ役を
熱演。また、映画やドラマへも俳優として出演する一方、執
筆活動も行い、著書に「通りの達人」がある。2010年2月に
初のソロ名義によるCDシングル「笑っているよ」をリリース、
CDデビュー。愛称は「石ちゃん」。
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文京シビックセンター

現在の春日町交差点

礫川公園にある春日局の像昭和63年当時の東京ドーム。後楽園球場の跡地が現在は東京ドームシティとなっている（右）。

昭和52年（1977）

春日町交差点界隈の定点観測　写真提供／文京ふるさと歴史館

昭和59年（1984）平成7年（1995）平成12年（2000）

春
日
通
り
と
白
山
通
り
が
交
差
す
る
春
日
町
交
差
点
。
文
京
シ
ビ
ッ
ク

セ
ン
タ
ー
の
あ
る
春
日
の
町
名
は
、
徳
川
家
光
の
乳
母
・
春
日
局
に

由
来
し
ま
す
。
春
日
局
が
表
舞
台
に
躍
り
出
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、

家
光
の
次
期
将
軍
の
座
を
守
る
た
め
実
行
し
た
駿
府
の
大
御
所
・
家
康
へ

の
直
訴
。
そ
こ
か
ら
の
快
進
撃
に
は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
寛

永
6
年（
1
6
2
9
）に
朝
廷
と
の
間
で
起
き
た
紫
衣
事
件
の
解
決
の
た
め

に
上
洛
し
、
天
皇
に
拝
謁
し
て
春
日
局
の
号
と
緋
袴
を
賜
り
ま
し
た
。
ま

た
、
大
奥
の
制
度
を
整
え
、
掟
な
ど
も
制
度
化
し
た
と
い
い
ま
す
か
ら
、
キ

ャ
リ
ア
ウ
ー
マ
ン
の
走
り
と
い
っ
て
も
良
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
春
日
局
は
春

日
町
交
差
点
の
近
く
、
現
在
の
区
立
春
日
園
児
童
遊
園
の
あ
た
り
に
拝
領

し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
没
後
は
自
ら
が
建
立
し
た
麟
祥
院
に
葬
ら

れ
、
そ
の
前
を
走
る
通
り
は
春
日
通
り
と
名
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

春
日
の
町
名
と
な
っ
た
春
日
局
は
、

元
祖
キ
ャ
リ
ア
ウ
ー
マ
ン
!!

現
在
の
春
日
通
り
は
、
春
日
局
の
時
代
に
は
な
く
、
明
治
以
降
に
つ

く
ら
れ
た
道
路
で
す
。
周
辺
地
域
に
は
旗
本
屋
敷
が
並
び
、
そ
の
間

に
町
屋
が
点
在
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
伝
通
院
を
は
じ
め
と
す
る
寺
院

が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。
明
治
に
入
り
武
家
地
が
廃
止
さ
れ
る
と
春
日
通
り

沿
い
も
市
街
地
化
さ
れ
、
明
治
41
年（
1
9
0
8
）に
は
本
郷
三
丁
目
交
差

点
と
伝
通
院
前
の
間
に
市
電
が
開
通
し
ま
し
た
。
こ
の
路
面
電
車
の
た
め

に
、
現
在
の
東
富
坂
が
旧
東
富
坂
上
か
ら
春
日
町
交
差
点
ま
で
の
緩
や
か

な
坂
道
と
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。
市
電
の
開
通
し
た
同
じ
年
に
書
か
れ
た

夏
目
漱
石
の『
三
四
郎
』に
、
東
京
に
出
て
き
た
三
四
郎
が
驚
い
た
も
の
と

し
て「
電
車
の
ち
ん
ち
ん
鳴
る
の
で
驚
い
た
」「
ち
ん
ち
ん
鳴
る
間
に
多
く
の

人
間
が
乗
っ
た
り
降
り
た
り
す
る
の
に
驚
い
た
」
と
描
か
れ
て
い
ま
す
。
昭

和
46
年（
1
9
7
1
）、
三
四
郎
が
驚
き
、
多
く
の
人
び
と
の
足
と
し
て
利

用
さ
れ
て
き
た
路
面
電
車
は
廃
止
さ
れ
、
そ
の
姿
を
消
し
ま
し
た
。

路
面
電
車
が
開
通
し
た
翌
年
、
明
治
42
年（
1
9
0
9
）に
小
石
川
区
下

富
坂
町
、
現
在
の
小
石
川
に
私
立
の
美
術
学
校
・
川
端
画
学
校
が
開
設
さ
れ

ま
し
た
。
創
設
者
は
日
本
画
家
・
川
端
玉
章
。
天
保
13
年（
1
8
4
2
）に

京
都
の
蒔
絵
師
・
左
兵
衛
の
子
と
し
て
生
ま
れ
た
玉
章
は
、
慶
応
2
年（
1

8
6
6
）に
江
戸
に
出
て
き
ま
し
た
。
こ
の
年
は
将
軍
家
茂
が
大
坂
で
没
し
、

明
治
維
新
を
2
年
後
に
ひ
か
え
た
混
乱
期
に
あ
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
で

玉
章
は
日
本
の
洋
画
家
・
高
橋
由
一
に
本
格
的
な
油
絵
技
法
を
学
び
始
め

た
の
で
す
。
そ
し
て
明
治
22
年（
1
8
8
9
）に
岡
倉
天
心
に
東
京
美
術
学

校
の
教
師
と
し
て
迎
え
ら
れ
、
日
本
の
美
術
教
育
の
中
心
を
担
う
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
日
本
画
の
専
門
技
術
養
成
を
目
指
し
、こ
こ
で
後

進
の
教
育
に
あ
た
り
ま
し
た
。
画
学
校
開
設
か
ら
4
年
後
の
大
正
2
年

（
1
9
1
3
）、
玉
章
は
71
年
の
生
涯
を
閉
じ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
教
え
子

の
藤
島
武
二
が
玉
章
の
志
を
継
ぎ
、
昭
和
20
年（
1
9
4
5
）の
空
襲
で
焼

失
す
る
ま
で
、
美
術
界
で
活
躍
す
る
多
く
の
画
家
を
育
て
て
き
ま
し
た
。

三
四
郎
が
東
京
で
驚
い
た
電
車
の
ち
ん
ち
ん
鳴
る
音

春
日
で
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
が
柔
道
の
総
本
山
・
講
道
館
で
す
。
創

始
者
は「
柔
道
の
父
」
と
呼
ば
れ
る
嘉
納
治
五
郎
。
明
治
10
年（
1

8
7
7
）、
東
京
大
学
に
入
学
し
た
治
五
郎
は
、
柳
生
心
眼
流
の
大
島
一
学

に
短
期
入
門
し
、
そ
の
後
、
天
神
真
楊
流
柔
術
の
福
田
八
之
助
に
柔
術
入

門
し
ま
し
た
。
明
治
14
年（
1
8
8
1
）に
東
京
大
学
を
卒
業
し
た
治
五
郎

は
独
自
の「
柔
道
」を
作
り
出
し
、
翌
年
の
明
治
15
年
に
現
在
の
台
東
区
で
、

囲
碁
、
将
棋
か
ら
段
位
制
を
取
り
入
れ
講
道
館
を
設
立
し
ま
し
た
。
明
治

26
年（
1
8
9
3
）に
旧
下
富
坂
町
に
移
り
、
昭
和
8
年（
1
9
3
3
）に
現

東
京
ド
ー
ム
ホ
テ
ル
東
側
に
移
転
し
、
昭
和
33
年（
1
9
5
8
）に
現
在
の

春
日
に
移
転
し
ま
し
た
。

こ
の
間
に
日
本
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
道
を
開
き
、
明
治
42
年（
1
9
0
9
）

に
は
日
本
人
初
の
I
O
C
委
員
に
、
明
治
44
年（
1
9
1
1
）に
は
大
日
本

体
育
協
会（
現
・
日
本
体
育
協
会
）を
設
立
し
て
そ
の
会
長
に
就
任
し
ま
し

た
。
大
正
元
年（
1
9
1
2
）、
日
本
が
初
参
加
し
た
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
で
は
団
長
と
し
て
参
加
。
昭
和
11
年（
1
9
3
6
）の
I
O
C
総
会

で
、
昭
和
15
年（
1
9
4
0
）の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
招
致
に
成
功
し
ま
し

た
が
、
戦
争
の
激
化
に
よ
り
返
上
。
こ
れ
を
幻
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
呼
ぶ
人

も
い
ま
す
。

春
日
の
交
差
点
の
南
側
に
は
昭
和
63
年（
1
9
8
8
）に
オ
ー
プ
ン
し
た

東
京
ド
ー
ム
が
ひ
か
え
て
い
ま
す
。
3
月
18
日
に
行
わ
れ
た
こ
け
ら
落
と

し
は
巨
人
対
阪
神
の
オ
ー
プ
ン
戦
。
巨
人
軍
・
吉
村
禎
章
が
ホ
ー
ム
ラ
ン
を

放
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
人
も
多
い
は
ず
で
す
。
日
本
初
の
ド
ー
ム
球
場

も
す
で
に
22
年
の
歳
月
が
過
ぎ
、
広
さ
を
表
わ
す
の
に
使
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た「
東
京
ド
ー
ム
何
個
分
」
と
い
う
言
い
方
も
す
っ
か
り
定
着
し
て
き
ま

し
た
。

街
の
移
り
変
わ
り
を
見
守
っ
て
き
た
春
日
通
り
、
白
山
通
り
は
こ
れ
か

ら
の
歴
史
も
見
続
け
て
い
き
ま
す
。

「
柔
道
の
父
」嘉
納
治
五
郎
が
招
致
し
た

幻
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
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1939年東京生まれ。慶応大学
卒業後、朝日新聞社入社。大
学教授を経て、文芸ジャーナリス
ト。食の分野にも造詣が深く、
料理に携わる人たちからの信頼
も厚い。著書に『食の名文家た
ち』（文藝春秋）、『池波正太郎劇
場』（新潮新書）、『すし屋の常
識・非常識』（朝日新書）、『美味
は別腹』（ランダムハウス講談社）
など多数。最新作に『小説仕事
人・池波正太郎』（朝日新聞出版）
と『作家の食と酒と』（左右社）
が年内に発売される。

重金敦之 しげかね・あつゆき

御
料
理

い
ま
む
ら
（
銀
座
）
の

「
海え

老び

の
揚あ

げ
し
ん
じ
ょ
」

晩
年
、
池
波
正
太
郎
さ
ん
は
、
か
な
り
気
学

に
夢
中
だ
っ
た
。
人
に
会
え
ば
、
必
ら
ず
生
ま

れ
た
年
と
月
を
尋
ね
て
、「
来
年
は
盛
運
だ
か
ら
、

今
年
は
気
を
つ
け
た
ほ
う
が
い
い
」
な
ど
と
言

っ
て
、
一
人
悦
に
入
っ
て
い
た
。

そ
の
池
波
さ
ん
に
気
学
を
教
え
た
の
が
、
千

代
田
区
外
神
田
に
あ
る
料
亭
「
花
ぶ
さ
」
の
女

将
、
佐
藤
雅
江
さ
ん
だ
。
親
し
か
っ
た
作
家
の

寺
内
大
吉
に
紹
介
さ
れ
、
初
め
て
「
花
ぶ
さ
」

を
訪
ず
れ
た
池
波
さ
ん
は
、
す
ぐ
に
店
の
味
と

そ
こ
で
働
く
人
た
ち
を
気
に
入
り
足
繁
く
通
う

よ
う
に
な
っ
た
。
昭
和
四
十
年
代
の
初
め
の
頃

で
あ
る
。

こ
の
店
の
味
を
定
め
た
の
は
、
日
本
料
理
界

の
長
老
、
矢
橋
豊
三
郎
で
、
そ
の
愛
弟
子
が
今

村
英
雄
だ
っ
た
。
福
岡
県
の
久
留
米
に
生
ま
れ

た
今
村
は
下
関
や
大
阪
で
修
業
し
、
上
京
し
て

矢
橋
と
出
会
う
。
ま
だ
二
十
代
だ
っ
た
。
池
波

さ
ん
は
今
村
の
作
る
料
理
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

彼
の
人
柄
を
好
ん
で
こ
と
の
ほ
か
可
愛
が
っ
た
。

池
波
さ
ん
は
、
食
事
を
毎
日
日
記
に
残
し
て

い
る
。
昭
和
四
十
三
年
分
を
ま
と
め
た
『
食
べ

物
日
記
』（
文
藝
春
秋
）
を
の
ぞ
い
て
み
る
。

五
月
十
四
日
（
火
曜
）
晴

〔
夕
〕（
花
ぶ
さ
）
酒
、
ツ
キ
出
し
（
フ
グ
カ

ス
ズ
ケ
、
に
ん
じ
ん
、
山
寺
み
そ
、
も
み
じ
お

ろ
し
、
フ
キ
の
煮
物
）、
ち
ま
き
す
し
（
エ
ビ
）、

カ
レ
イ
の
フ
グ
つ
く
り
、
ナ
ス
の
こ
が
ね
や
き
、

あ
げ
し
ん
じ
ょ
、
コ
ー
ン
ポ
タ
ー
ジ
ュ
、
氷
あ

ず
き十

月
十
二
日
（
土
曜
）
晴

〔
夕
〕（
花
ぶ
さ
）
酒
、
ツ
キ
出
し
、
カ
キ
の

レ
モ
ン
、
サ
ン
マ
の
ほ
う
ろ
く
や
き
、
メ
ロ
ン

の
白
和
え
（
モ
モ
で
も
よ
い
と
の
こ
と
、
今
村
）、

松
茸
と
大
根
の
味
噌
汁
、
鴨
雑
炊

◆

豊
子
夫
人
を
伴
う
こ
と
も
あ
れ
ば
、
各
出
版

社
の
編
集
者
と
の
打
ち
合
わ
せ
に
利
用
す
る
こ

と
も
あ
っ
た
。
二
週
間
に
一
、
二
度
く
ら
い
の

ペ
ー
ス
だ
ろ
う
か
、
一
人
で
も
顔
を
出
し
た
。

私
も
一
度
ご
馳
走
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

『
鬼
平
犯
科
帳
』
の
連
載
が
「
オ
ー
ル
讀
物
」

で
始
ま
り
、
超
人
気
作
家
へ
の
階
段
を
昇
り
か

け
て
い
た
。
食
欲
も
旺
盛
で
、
体
力
、
気
力
が

充
実
し
て
い
た
四
十
代
半
ば
だ
っ
た
。
二
年
後

の
四
十
五
年
の
日
記
（「
オ
ー
ル
讀
物
」
平
成
二

十
二
年
十
月
号
）
に
、
こ
ん
な
記
述
が
あ
る
。

八
月
十
六
日
（
日
曜
）
晴

Ｐ
Ｍ
、
板
前
・
今
村
（
英
雄
）
来
り
。
今
度
、

お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
命
令
に
て
花
ぶ
さ
よ
り
、
他

店
へ
変
わ
っ
た
。
し
か
し
花
ぶ
さ
か
ら
通
勤
し

て
い
る
と
い
う
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
い
う
の
は
矢
橋
の
こ
と
で
、

店
を
移
っ
て
も
「
花
ぶ
さ
」
に
住
ん
で
い
た
と

い
う
の
だ
か
ら
、
女
将
の
佐
藤
さ
ん
か
ら
よ
ほ

ど
に
信
頼
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
翌
年
の
四

十
六
年
十
一
月
に
、
今
村
は
佐
藤
さ
ん
の
紹
介

で
幹
根
子

み

ね

こ

さ
ん
と
結
婚
す
る
。
池
波
さ
ん
が
仲

人
を
務
め
た
。
五
十
二
年
に
は
長
男
が
授
か
り

英
太
郎
と
池
波
さ
ん
が
命
名
し
た
。

◆

池
波
さ
ん
が
亡
く
な
る
ほ
ぼ
一
年
前
の
平
成

元
年
の
初
夏
、
今
村
夫
妻
は
銀
座
四
丁
目
の
和

光
裏
に
板
前
割
烹
「
い
ま
む
ら
」
を
開
い
た
。

看
板
の
字
は
池
波
さ
ん
の
筆
で
、
箸
袋
に
も
使
わ

れ
て
い
る
。『
池
波
正
太
郎
の
銀
座
日
記
』（
新

潮
文
庫
）
に
は
次
の
よ
う
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

×
月
×
日

き
ょ
う
は
、
私
が
媒
酌
人

な

こ

う

ど

を
し
た
今
村
英
雄

が
、
は
じ
め
て
、
自
分
の
店
を
も
ち
、
そ
の
開

店
の
日
だ
。
祝
い
に
行
く
つ
も
り
だ
っ
た
が
、

ま
た
も
痛
風
が
出
て
靴く

つ

が
履
け
な
い
。
代
り
に
、

家
内
を
行
か
せ
る
。

夜
、
家
内
が
帰
っ
て
来
て
、
今
村
君
が
こ
し

ら
え
た
弁
当
を
持
っ
て
来
る
。

茄
子

な

す

の
田
楽

で
ん
が
く

、
海
老

え

び

の
揚あ

げ
し
ん
じ
ょ
、
穴

子
の
白
焼
き
な
ど
、
ま
さ
し
く
、
今
村
の
味
だ
。

（
略
）夫

婦
で
、
た
の
し
そ
う
に
は
た
ら
い
て
い
た

そ
う
だ
。

自
分
の
判
断
で
目
を
掛
け
た
料
理
人
が
、
銀

座
に
店
を
出
せ
る
ま
で
に
成
長
し
た
こ
と
を
心

底
か
ら
喜
ん
で
い
る
優
し
い
眼
差
し
が
浮
か
ん

で
く
る
。
そ
の
後
池
波
さ
ん
は
、
一
、
二
度
店

に
顔
を
出
し
た
が
、
往
年
の
食
欲
は
戻
ら
な
か

っ
た
。
平
成
二
年
の
五
月
に
池
波
さ
ん
は
急
性

白
血
病
で
、
六
十
七
歳
の
人
生
を
閉
じ
た
。

大
学
を
出
た
英
太
郎
さ
ん
も
、
包
丁
を
握
る

道
を
選
び
、
都
内
の
ホ
テ
ル
で
修
業
後
も
父
親

か
ら
手
ほ
ど
き
を
受
け
な
が
ら
、
一
家
三
人
の

水
入
ら
ず
で
池
波
さ
ん
が
好
ん
だ
味
を
守
り
続

け
て
き
た
。「
い
ま
む
ら
」
の
料
理
は
、
派
手
に

盛
り
つ
け
た
き
ら
び
や
か
な
も
の
で
は
な
い
。

懐
石
料
理
の
よ
う
な
気
取
り
も
な
い
。
万
事
に

派
手
を
嫌
っ
た
池
波
さ
ん
の
教
え
通
り
、
愚
直

と
い
っ
て
も
い
い
く
ら
い
に
材
料
の
滋
味
を
引

き
出
す
だ
け
だ
。

今
村
英
雄
は
平
成
二
十
年
三
月
に
肺
が
ん
で

亡
く
な
っ
た
。
現
在
、
英
太
郎
さ
ん
は
ふ
ぐ
調

理
師
免
許
を
取
る
た
め
に
勉
強
中
だ
。
池
波
フ

ァ
ン
の
客
は
、
今
村
母
子
を
静
か
に
温
か
く
見

守
っ
て
い
る
。

華
や
か
な
銀
座
の
片
隅

か
た
す
み

で
、
一
人
の
作
家
が

好
ん
だ
味
が
静
か
に
継
承
さ
れ
て
い
く
―
そ
ん

な
店
が
一
軒
く
ら
い
は
あ
っ
て
も
い
い
と
思
う

の
だ
。

重
金
敦
之

―池波正太郎の一冊―

『池波正太郎が書いた
もうひとつの

「鬼平」「剣客」「梅安」』
武田ランダムハウスジャパン・1,785円（税込）

自作の舞台化やテレビ化には人一倍気
を遣ったという池波正太郎。本書には、
三大シリーズと言われる連作小説の自筆
で書いた舞台脚本が収められている。筋
立ては原作に忠実でありながら、思い切
った設定の変更や省略が施され、異なっ
た興趣が生まれている。池波正太郎の
もう一つの側面が見えて来る、池波ファ
ンにとっては「たまらない」一冊といえる。

店内では池波正太郎
さんの書と絵を見るこ
とができる

御料理 いまむら
東京都中央区銀座4-3-2
清水ビルB1F
TEL／03-3564-3237
営業時間／17時～21時30分（ L.O）
定休日／日曜日・祝日

（土曜日は予約のみ）
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公 社 駐 車 場 が 続 々 オ ー プ ン ！
汐留西第五駐車場

開場予定：平成22年11月16日
所 在 地：港区浜松町１丁目１番先
収容台数：自動車　時間制22台　オートバイ　定期制9台
料　　金：自動車　時間制　8時～22時　10分100円

22時～８時　60分100円
オートバイ　定期制　1ヵ月12,600円（税込）

●お問合せ先　事業部　営業推進課開発係　03-5381-3389
※オープン日時、収容台数、駐車料金など変更する場合がありますので、最新情報はホームページ（http://www.tmpc.or.jp/）でご確認ください。

六ツ又陸橋オートバイ専用駐車場
開場予定：平成22年12月1日

所 在 地：豊島区東池袋３丁目８番先
収容台数：時間制40台
料　　金：時間制　30分100円

入庫後10時間まで最大1,000円
（入庫後10時間を超過すると通常の時間料金を加算）

■実施駐車場
東京都八重洲駐車場（30分まで毎230円）中央区京橋1-10-1先
東京都日本橋駐車場（30分まで毎200円）中央区日本橋2-12-12先
東京都宝町駐車場（30分まで毎200円）中央区京橋1-13-1先
■運用開始日 平成22年10月1日（金）
■駐車料金割引　１時間割引
■利用方法
『メトロリンク日本橋』内に設置してある「パンフレット」と、駐車場で発行する「駐車
券」を、駐車場管理室にお持ちいただき、１時間割引券と交換させていただきます。

協賛企業一覧
三井不動産・三越・鹿島建設・清水建設・信金中央金庫・新日鉄都市開発・野村不動産・シティバンク銀行・
高島屋・東京建物・東京電力・東京都道路整備保全公社・戸田建設・野村證券・ブリヂストン・三井住友建
設・八重洲地下街・榮太樓總本鋪・K＆K国分・千疋屋・タナチョー・DIC・明治屋・東京国立近代美術館フィ
ルムセンター・奈良まほろば館・にほんばし島根館・日本橋西川・にんべん・三井記念美術館・明治座・山形屋
海苔店・山本海苔店・山本山（順不同）

TR東京都道路整備保全公社では、平成22年10月1日より、地域
の団体・企業の協賛（※協賛企業一覧）により、日の丸自動車興業の
運行で、歴史の街・八重洲、京橋、日本橋地区を結ぶ、誰でも気軽
に無料で利用できる地域巡回バス『メトロリンク日本橋』と連携し、
『パーク＆バスライド』を実施しています。
公社が運営する下記の駐車場に車両を駐車していただき、『メトロ

リンク日本橋』に乗り換えて周辺地域にお出かけいただくことで、駐
車料金の１時間割引サービスを適用しています。
この『パーク＆バスライド』は、車両を使用せずに地域における回

遊性を高めることで、街の活性化を図るとともに、渋滞緩和による大
気汚染や二酸化炭素排出量の削減といった、環境対策にも貢献で
きる取り組みです。
使用するのは、「大型ハイブリッドバス」と「小型のコミュニティバス」

で、どちらの車輌も「低公害」「低騒音」で人と環境に優しいバスです。

『パーク＆メトロリンクバスライド』実施中！
～東京都八重洲・日本橋・宝町駐車場～

●お問合せ先　都営駐車場営業所　03-3538-5422

パソコンや携帯電話から現在のバスの位置や各停留
所での待ち時間が簡単に読み取ることができる「バス
ナビ」がありますので、是非ご利用ください。

http://www.busnav.net/nihonbashi/バスナビUR

10時～20時（1月1日のみ 運休）約10分間隔で運行
交通事情等により、運行間隔が異なる場合がございます。
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ＴＲ東京都道路整備保全公社では、総務省が今年度公
募した「地域ICT利活用広域連携事業」に（財）岐阜県建設
研究センターと共同で「情報通信技術を活用した新たな社

会基盤の維持管理（防災対応）事業」を申請しておりました。
このたび、この提案事業が採択され、実施することとなりま
した。

総務省公募の「地域ICT利活用広域連携事業」への提案が採択されました

●お問合せ先　道路部　道路アセットマネジメント推進室　03-5381-3351

■事業の概要
●事業名称
情報通信技術（ICT）を活用した新たな社会基盤の維持管理（防災対
応）事業

●事業費
158,810千円（総務省からの委託事業）

●事業期間
平成22年度から平成26年度までの5カ年を予定（今回は、平成22
年度分について採択、契約）

●事業主体
東京都道路整備保全公社と岐阜県建設研究センターとの連携主体

●事業内容
本事業は、社会基盤となる道路橋に関して、実際に維持管理を担う
自治体や事業者、人材育成を担う大学、そしてそれを見守る地域住
民が協働し、効率的・持続的な維持管理・防災対応が行えるよう、広
域的なICT利活用環境を整備するものです。
事業実施にあたっては、地域要件の異なる東京都や岐阜県、長崎
県が有するデータやノウハウ等の既存資産を連携させ、国内で広域
的に展開ができるよう、以下の４つのシステムを整備します。

①橋梁アセットマネジメントシステム
費用対効果の最も高い橋梁維持修繕計画を作成し実行するためのシ
ステムで、広域的（他の自治体）にも展開できる仕組みづくりを行う。

②みまもりサポートシステム
地域住民（ボランティア）等が行う通報システムを構築。GPS機能付の
携帯電話等で点検した橋梁の損傷画像等を簡単に通報・登録できる
ことと、通報水準も専門知識の有無を問わず必要な情報をもらさず報
告できるよう支援するもの。

③インフラeラーニングシステム
橋梁の維持管理を担う技術者を育成するため、自治体、事業者、地域
住民等を対象として、eラーニングやバーチャルクラスルーム等を活用
した技術者育成プログラムを構築。

④インフラスキルスタンダード
橋梁の維持管理を担う人材のスキル（技術）要件を整理したスキル標準
や、育成体系を整理した研修ロードマップを作成。

TR東京都道路整備保全公社は、平成22年10
月8日午前10時から11時まで、実践的な総合防
犯訓練を実施しました。
この訓練は、第22回APEC閣僚会議・第18回
APEC首脳会議開催に備え、公共的な施設で
ある東京都東銀座駐車場において、NBCテロ
（細菌テロ）対策を含めたもので、当日は、所轄
警察署の警視庁築地警察署のご指導と全面的
なご協力のもと、実践的な総合防犯訓練をする
ことができました。
東京都東銀座駐車場は、収容台数180台の

大規模地下駐車施設であることから、日頃から
お客様に安全・安心・快適にご利用いただくた
めに、万全な管理運営を行っています。今後も
より安全にお客様にご利用いただける駐車場と
なることを目指していきます。

東京都東銀座駐車場で実践的な総合防犯訓練を実施

●お問合せ先　都営駐車場営業所　03-3567-3653

■訓練内容
●刃物所持不審者に対する制圧訓練
駐車場係員が駐車場内を巡回中に、不審者を発見し声をかけたところ、大声を出
しながら刃物を示したことから、刺又の代用品として駐車場にあるモップやほうき
等を使用し、お客様の安全を確保しつつ不審者を制圧する訓練を実施。

●訓練内容不審物件措置訓練
駐車場内を巡回中の係員が不審物を発見し、中身を確認しようと近づいたところ、
容態が急変したため、別の係員が110番通報。110番通報に基づき、築地署員
が駐車場に急行。110番通報及び本部NBC対策班の出動を要請。

■日時
平成22年10月8日（金） 午前10時～午前11時

■実施場所
東京都東銀座駐車場内（東京都中央区銀座7-14-16）

■参加機関
警視庁築地警察署
東京都道路整備保全公社
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重要文化財・勝鬨橋「学生・技術者向けツアー」＆「橋脚内見学ツアー」実施中

［学生・技術者向けツアー］
■ツアー内容
勝鬨橋や隅田川橋梁群などをテーマにした、学習・研修目
的の学生・技術者向けツアーです。開催回数は月1～2回程
度。開催日は火・金・土曜日。参加人数は1回10～15名程度
（団体で申込み）。参加費用は無料。※事前にご連絡ください。
■問い合わせ先
総務部　公益事業課　電話／03-5381-3380
かちどき　橋の資料館　電話／03-3543-5672

［橋脚内見学ツアー］
■ツアー内容
橋脚内の開閉装置を説明者と一緒に見学します。
毎週木曜日（祝日を除く）1日4回実施（10時、11時、13時
30分、14時30分）。参加人数は各回5名程度。参加費用
は無料。
※橋脚内へは3.5mの垂直梯子を昇降します。安全面を考慮し、体
力的に昇降が可能な方。

※悪天候の場合は中止する場合があります。

■申込み方法
往復はがきに①住所②氏名③年齢④電話番号⑤見学
希望日時（第5希望まで・午前、午後、全日可）⑥参加人
数（1通5名様まで）を記入して下記宛先までお申込み
ください。
■申込先
〒163-0935 新宿区西新宿2-3-1 新宿モノリス26階
（財）東京都道路整備保全公社　
「かちどき　橋の資料館」 ツアー予約係

「ちびっ子勝どき橋探検ツアー」開催！
平成22年7月29日（木）、8月5日（木）、8月12
日（木）、8月19日（木）、8月26日（木）に、小学
生と中学生を対象にした勝どき橋見学ツアー
を実施しました。保護者同伴で参加した子ど
もたちは、ガイドと一緒に動力装置がある勝ど
き橋の橋脚の中や運転室を見学しました。

みんな
興味津 ！々

ハイ、
ポーズ！

勝どき橋を
開閉していた

動力部分の大きさに
ビックリ

安全のためにハーネスとヘルメットを
しっかり装着して見学準備完了

ちゃんと開閉でき
るかドキドキしな
がら、勝どき橋の
開橋シミュレーシ
ョン模型を操作

勝どき橋を開閉していた動力部分をバックに記念撮影。

いろいろなレバーや機械がある運転室で
昔は開閉作業をしていたんですね

しっかりサポートして
もらい、橋脚の中へ
入ります

橋脚の中から
隅田川も見え
るんですよ！

資料館館長の手
づくりの模型を
使って、しっかり
仕組みをお勉強

夏 休 み
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頭の柔軟体操で
気分転換してみませんか？

パズル制作

角田美里（つのだみさと／パズル作家）
15歳でパズル作家デビュー。現在、新聞、雑誌の連載やテレ
ビ番組・映画に関する作品等、多数のパズルを制作する人
気パズル作家。また、パズル作成講座の講師やイベント等、
多岐にわたる多彩な活動をしている。単行本に『クロスワー
ドプレミアム』（日本文芸社）『なぞなぞ２年３年生』（西東社）
『四字熟語　最強のパズル』（KKベストセラーズ）『夢をか
なえるしあわせクロスワードパズル』（ゴマブックス）『１０才
までに覚えておきたい、ちょっと難しい１０００のことば ザ・
パズル』（アーバン出版局）など多数。
http://www.puzzle-crossword.info/

応募方法

★タテ・ヨコのカギを解いてパズルを完成させてください。
A～Eの文字を順番に並べてできた言葉が答えです。

クロスワードパズルの答えを、添付のプレゼント応募はがきの答え欄にご記入の上、ご希望のプレゼント商品
名をお書きになり、ご応募ください。正解者の中からご希望のプレゼントを抽選いたします。当選者の発表は
プレゼント商品の発送をもってかえさせていただきます。尚、パソコンや携帯からもご応募できます。詳しく
は、P22に掲載のプレゼント応募方法をご覧ください。

答えは、TR-mag.22号にて発表

締切／2011年1月20日（締切当日消印有効）
※ご応募はお一人様一通一口とさせていただきます。
※応募者の個人情報は、当選者への発送、お問い合わせに必要な範囲内で利用し、同意なく第三者への提供は行いません。

クロスワードパズル⑮の答え

答えは「エコカデン」でした。

1

2
3
4
8
10
11
13
15

1
3
5

6
7
9
11

12
13
14
16
17

ストレート、ミルク、レモン……いろいろな飲み方が
あります
ロウソクを英語で言うと？
桜の○○○○といったら上野公園
夜の街に輝く明かり
○○○○○な香りが漂うワイン
見てビックリ！○○○に勝る想像以上の素晴らしさ
社会生活の秩序を保つための規律
おにぎりにたっぷり巻きましょう
服にコーヒーをこぼしたら○○が出来きて大変！

日本は日の丸、アメリカは星条旗
運転のときだけこれを掛ける人もいます
○○○は気から、くよくよしないで明るく過ごしま
しょう
世界の大都市の中でも、○○○が良い東京の町
どんな仕事も身体が○○○
男だけでなく女もここ一番では○○○○が大事
○○○を訪ねて新しきを知る。きっと意外な発見も
あります
○○尚早？思い立ったが吉日です！
○○ある鷹は爪を隠します
命がけで守っていくんです！
土俵で戦うお相撲さんのことですね
お口すっきり、爽やかな薬草です

タテのカギ

ヨコのカギ
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東京都道路整備保全公社で開催する様々なイベントで大人気のノベルティ
ー『特注トミカs-park都営バス』のデザインが新しくなりました。ボディカラ
ーも青空をイメージした明るいブルーになり爽やかです。また、公社が編集
したライダーのための『都内オートバイ駐車場MAP』も掲載駐車場数をさら
に充実させた2010年版が完成。『東京駐車場マップ2008年版』も、s-park
に掲載中の駐車場位置情報をロードマップに落とし込んだ使いやすいマ
ップと好評です。MAPを活用して都内の駐車場を快適にご利用ください。

次号は2011年2月1日発行予定です。

この冊子は、東京都道路整備保全公社の駐車場事業収益等をもとに制作しています。

発行日／平成22年11月1日
発行元／財団法人東京都道路整備保全公社
住　所／〒163-0935東京都新宿区西新宿2-3-1 新宿モノリス26階

TEL.03-5381-3361 FAX.03-5381-3355
公社ホームページ　http://www.tmpc.or.jp

企画制作・編集・デザイン／株式会社京王エージェンシー

Present for youマークのついたプレゼントをご希望の方は、専用応
募ハガキに、P21のクロスワードパズルの答えをご記入の上、ご応募

ください。また、下記のプレゼント応募アドレス、QRコードにアクセスし、
ご応募もできます。尚、プレゼント商品の色、柄、デザイン等は写真と異なる
場合がございますので、あらかじめご了承ください。
●応募締切／2011年1月20日（木）（専用応募ハガキによるご応募の場
合は、締切当日消印有効）

●お一人様一口のみ有効です。

※発表は発送をもってかえさせていただきます。
※応募者の個人情報は、当選者への発送、お問い合わせに必要
な範囲内で利用し、同意なく第三者への提供は行いません。

QRコード
携帯電話から簡単アクセス！

●パソコンからも携帯からも
http://www.tmpc.or.jp/present
プレゼント応募ページより
ご意見・ご感想もお寄せください。

※掲載データは2010年10月20日現在のものです。

『池波正太郎が書いたもうひとつの
「鬼平」「剣客」「梅安」』

今号の「さんぽのじかん」にご登場
いただいた、石ちゃんこと石塚英
彦さんと恵俊彰さんで結成するホ
ンジャマカが、10月27日にDVD2
タイトルを同時発売しました。20
年の歴史をぎっしり詰め込んだ
『ホンジャマカライブ "成人"～20
周年すぎてました～』と1994年に
発売した2本のDVDを再編集し1
本にまとめた『ホンジャマカLIVE
'93-'94 JAPAN TOUR』。ホンジ
ャマカ20周年の集大成をDVDで
一気に楽しめます。

東京都道路整備保全公社のオリジナルグッ
ズ（qwe〈非売品〉のいずれか1点）をプ
レゼント。詳細は応募方法をご確認ください。

本書には、三大シリーズと言われる連
作小説の自筆で書いた舞台脚本が収
められています。筋立ては原作に忠実
でありながら、思い切った設定の変更
や省略が施され、池波正太郎のもう
一つの側面が見えてくる、池波ファン
にとってはたまらない一冊といえます。

昭和7年、東京大学（旧帝
國大学）の近くの本郷三
丁目交差点に創業した三
原堂。素材にこだわりて
いねいに作った餡がたっ
ぷり入った大学最中は、
本郷の街を代表する銘
菓。正統の風味を創業当
時から守り続けています。

池波正太郎が愛した銀座「いまむらの味」

懐石料理のような気取りもなく、愚直なくら
いに材料の滋味を引き出す料理。いまむら
では、池波正太郎さんが好んだ味を静かに
継承しています。店内には、池波さんが描
いた絵や書が飾られています。暖簾と箸袋
の文字も池波さんが書かれたもの。池波フ
ァンならずとも必見です。

御料理 いまむら（銀座）
東京都中央区銀座4-3-2清水ビルB1F
TEL／03-3564-3237
営業時間／17時～21時30分（L.O）
定休日／日曜日・祝日（土曜日は予約のみで営業）

本郷 三原堂　東京都文京区本郷3-34-5
TEL／03-3811-4489
営業時間／9時～19時
定休日／日曜日

50名e

『ホンジャマカライブ "成人"～20周年すぎ
てました～』と『ホンジャマカLIVE '93-'94
JAPAN TOUR』をセットで3名様にプレゼ
ント。詳細は応募方法をご確認ください。

『池波正太郎が書いたもうひと
つの「鬼平」「剣客」「梅安」』（武
田ランダムハウスジャパン刊）
を3名様にプレゼント。詳細は
応募方法をご確認ください。 「御料理 いまむら（銀座）」のお食事券を2組（4

名様）にプレゼント。詳細は応募方法をご確
認ください。

公社オリジナル
『特注トミカs-park都営バス』が
新デザインになりました！

50名q

50名w

本郷 三原堂の大学最中（12コ入）
を5名様にプレゼント。詳細は
応募方法をご確認ください。

受験生にも大人気！
本郷 三原堂の大学最中

『ホンジャマカライブ
"成人"～20周年すぎてました～』と
『ホンジャマカLIVE
'93-'94 JAPAN TOUR』
好評発売中！



TR
-m
ag.

テ
ィ
ー
ア
ー
ル
・
マ
グ
2
0
1
0
 A
U
TU
M
N
 N
o.2
1
 平
成
22年

11月
1日
発
行
発
行
元
／（
財
）東
京
都
道
路
整
備
保
全
公
社
〒
163-0935 東

京
都
新
宿
区
西
新
宿
2-3-1 新

宿
モ
ノ
リ
ス
26階


